
・
妻
藻
・

　
　
　
蚕
・
3
ぷ
ぺ
　
　
o
，

　
左
か
ら
智
洋
く
ん
（
前
）
、
ト
ミ
さ
ん
、
睦
子
さ
ん
、

和
也
く
ん
、
健
二
く
ん
、
新
松
さ
ん
、
徳
太
郎
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
太
字
は
申
年
生
ま
れ
〉

』
イ
》

　
笥
今
年
は
中
学
生
に
な
る
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
勉
強

を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
禰
也
君
。

　
『
七
人
家
族
で
、
孫
た
ち
と
伸
良
く
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
毎
日
に
ぎ
や
か
で
す
。
い
つ
ま
で
も
続
く

と
い
い
で
す
ね
」
と
ト
ミ
さ
ん
。

1992

撫襲欝翻，騨蘭

　念．一糞i

〈柳巳一郎さん（松代）のご家族

　「我家は猿が三頭、蛇が二匹にうさ

ぎが一匹。サザエさん一家のような、

明るくて楽しい家族です。

今年も一年、皆で仲良く元気でやっ

ていきますので、よろしくお付き合い

くださいJとご家族一同。

左から護さん、ヨシさん、沙織ちゃ

ん、太志ちゃん、良枝さん。円内の写

真は巳一郎さん（出稼ぎ中）。

　　　　　　　　さる　　　　　　〈太字は申年生まれ＞

　　　えと　　さる
今年の干支（申）生まれの方が3人

おられるご家族を紹介します。

皆さん大勢の家族に囲まれて、

たいへん幸せそうでした。

主
な
内
容

関谷町長年頭あいさつ…………②

松代ファミリースキー場オープン…④

みんなのトピックス……………⑥

東京発……・燈…………・…………⑧

文芸………・…・……・…………⑨

お知らせ・……………・…・………⑳
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曝

謬
糞

　
　
　
難

　
　
　
　
　
灘
鑓

難灘羅灘講
麓嚢灘羅，聾

　　　　　盤鞭踊1嚢

　　　　　　　　　，鞭覇灘灘欝藁

　　　　　　　　　　懸羅題1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　購難1
　　　　　　　　　　　　　　　灘　　灘灘
　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘，　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　垂

奪

艦

辮
黍

認

麩籔
嚢
－
鱒
、

　
　
　
モ
　
　
轡

　
　
　
難
。

毒一『一　難．鎌董『

轟

㍉
撫
轟

嚢畷麟羅
　　　　　　羅　　．灘轡

離『

灘
『

謙
　
鰻

　
蟻

　
嚥

垂

松
代
町
長

谷

達

ぬ，口

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
健
や
か
に
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
湾
岸
戦
争
や
、
ソ
連
の
政
変
、
国
内
で
は
銀
行
、
証
券
会
社
の

不
詳
事
件
、
宮
沢
内
閣
誕
生
な
ど
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
国
の
内
外

で
は
今
、
新
し
い
秩
序
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
松
代
町
で
は
、
町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
観
光
施
設
の
拡

充
、
企
業
誘
致
、
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
、
若
年
層
が
定
着
で
き
る
魅
力

あ
る
町
づ
く
り
を
課
題
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
四
月
芝
峠
温
泉
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
山
屓
の

峰
の
湯
か
ら
魚
沼
三
山
や
苗
場
、
妙
高
を
望
む
雄
大
な
景
観
が
人
気
を
呼

び
、
入
浴
者
は
十
一
月
末
で
四
万
五
干
人
以
上
の
盛
況
で
あ
り
ま
し
た
。

本
年
か
ら
宿
泊
施
設
と
駐
車
場
を
、
更
に
チ
ビ
ツ
コ
広
場
、
ふ
れ
あ
い
広

場
な
ど
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
素
晴
ら
し
い
保
養
地
域
と
し

て
、
町
の
内
外
の
皆
様
に
ご
満
足
が
得
ら
れ
る
も
の
と
自
負
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
豪
雪
地
帯
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
家
族
で
楽
し
め
る
適
当

な
ゲ
レ
ン
デ
が
な
か
つ
た
の
で
す
が
、
昨
年
干
年
部
落
に
照
明
施
設
な
ど

整
備
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
を
オ
ー
ブ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
小
中
学

生
を
始
め
、
町
民
の
健
康
増
進
を
願
つ
て
お
り
ま
す
。
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．
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翻

　
　
　
灘
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麗

鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
．

鯉　
　
　
　
　
　
p
“
欝
　
．

　
　
　
　
　
…
搬

縷

灘1
　、

遜
、
醇

．
灘
、

難

輪
繍

．
羅
　
．

轟踊黙
　騨蘇灘

芝峠温泉「レストビレツジ峰」より黒姫、米山万面を望む

　
進
む
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
今
年
か
ら
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
、
高
齢
者
や
身
体
の
ご
不
自
由
な
万
々
に
、
介
護
や
色
々
な
お

悩
み
の
相
談
に
応
ず
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
都
会
で
働
く
若
者
が
「
行
き
た
い
」
　
「
帰
り
た
い
」
　
「
住
み

た
い
町
」
と
し
た
い
た
め
、
企
業
誘
致
と
と
も
に
町
営
住
宅
の
建
設
に
着

手
し
ま
す
。
ま
た
、
北
越
北
線
の
平
成
八
年
営
業
開
始
に
標
準
を
合
わ
せ
、

松
代
駅
の
整
備
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
旅
客
と
物
資
の
窓
ロ
だ
け
で
な
く
、

広
く
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
に
仕
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
秋
「
東
京
松
代
会
」
が
発
足
い
た
し
ま
し

た
。
広
報
や
東
京
松
代
会
の
創
刊
号
で
ご
存
じ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

関
谷
会
長
を
始
め
役
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
り
、
初
年
度
八
百
名
近
い

会
員
で
力
強
く
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
町
で
も
及
ば
ず
な
が
ら
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
首
都
圏
の
当
町
出
身
者
の
万
々
と
町

を
太
い
太
い
パ
イ
ブ
で
直
結
し
、
知
識
、
情
報
、
物
資
な
ど
の
交
流
は
、

町
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
く
だ
さ
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
住
み
よ
い
、
暮
ら
し
よ
い
町
づ
く
り
に
今
年
も
一
生
懸
命
働
く
覚
悟
で
す
。

町
民
の
皆
様
、
そ
し
て
「
東
京
松
代
会
」
の
皆
様
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

今茱の主額韮難事業

①芝峠温離糊誕整備

①芝瞭温搬宿漕施設建設

○灘轍一欝烈撫齢・

　　　　　　　　建設

◎購営硅宅建設

※詳細に螢騨竃は．響後順撫お鋼

　鑑纏雛距陛ま燦譲驚瞭濫蒙爲辺

　整騰働つ嫌ては灘朗号難既報済麟
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撫

つ
ア
ミ
リ
⊃
ス
キ
⊃
場
オ
⊃
プ
し

よ
う
で
す
．

　
こ
の
ス
キ
ー
場
は
、
町
民
福
祉
の

増
進
と
観
光
施
設
と
し
て
の
期
待
も

担
い
、
国
土
庁
の
雪
国
快
適
環
境
整

備
事
業
に
よ
り
平
成
元
年
か
ら
千
年

地
区
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
も

の
で
、
総
事
業
費
は
三
億
七
千
百
万

円
。
延
長
五
百
二
十
㌶
の
ゲ
レ
ン
デ

は
、
最
大
斜
度
十
八
度
、
平
均
斜
度

十
二
度
の
初
級
・
中
級
者
向
き
で
、

ペ
ア
リ
フ
ト
一
基
（
延
長
四
百
八
十

一
一
一

▲オーブンした松代ファミリ

　スキー場（左側の建物は管

　理棟、手前はl　I2台収容

　できる駐車場）

　
当
町
初
の
本
格
的
ス
キ
ー
場
、
「
松

代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
」
が
十
二

月
三
十
一
日
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。
町
民
は
も
と
よ
り
正
月
の
帰
省

客
も
初
滑
り
を
楽
し
み
、
リ
フ
ト
利

用
者
は
一
日
に
延
べ
千
七
百
人
を
超

え
る
な
ど
、
ま
さ
に
上
々
の
滑
り
出

し
と
な
り
ま
し
た
。
二
十
一
日
の
オ

ー
プ
ン
予
定
が
雪
不
足
で
延
び
延
び

と
な
っ
て
い
た
た
め
、
ス
キ
ー
フ
ァ

ン
に
は
待
望
の
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た

一

眉
）
、
夜
間
照
明
灯
八
基
も
設
置
さ

れ
ナ
イ
タ
ー
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
鉄
筋
一
部
木
造
二
階
建
て
二
百

九
十
三
平
方
㌶
の
管
理
棟
に
は
貸
ス

キ
ー
室
、
休
憩
室
、
更
衣
室
、
お
土

産
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
土
日
・

祝
祭
日
に
は
簡
単
な
食
事
も
で
き
ま

す
の
で
、
家
族
連
れ
で
一
日
中
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
連
盟
公
認
の
ス
キ
ー
学
校
（
本

柳
武
慶
校
長
）
も
オ
ー
プ
ン
と
同
時

働
ダ

蜜
・

餅
ゆ
，
伽

ρ

▼

〆
㎜
’

も撫謬
4ク〕ンに

開
校
し
、
準
指
導
員
や
技
術
検
定

一
級
者
な
ど
十
名
で
、
三
月
ま
で
講

習
に
当
た
る
予
定
で
す
。
帰
省
客
の

一
人
は
、
　
「
初
心
者
で
も
気
軽
に
滑

れ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
特
に
子
供

や
家
族
連
れ
に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
健
康
の
増
進
、
ス
キ
ー
技
術
の
向

上
、
そ
し
て
レ
ジ
ャ
ー
に
と
、
ご
家

族
連
れ
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

難
　
・

メ
ん
ジ

．
饗

惣
．
誕

嶋　『星
　　　　　　　　継‘が

　　　　　　　　　　繍岸一欄

転

〉
ス
キ
ー
教
室
も
オ
ー
プ
ン

　
ニ
時
間
二
千
円
、
四
時
間
三
千
円

　
ナ
イ
タ
ー
は
一
時
間
半
千
五
百
円

ス
キ
ー
場
に
お
け
る

事
故
防
止

　
待
望
の
ス
キ
ー
場
が
、
松
代
町
に

も
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
ス
キ

ー
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
、
　
「
盗
難
と
事
故

を
防
い
で
、
楽
し
い
ス
キ
ー
を
」
。

　
○
　
滑
る
前
に
準
備
運
動
を
よ
く

行
い
、
自
分
の
技
術
に
あ
っ
た

　
コ
ー
ス
を
選
ん
で
、
無
理
を
し

　
な
い
よ
う
に
滑
り
ま
し
ょ
う
。

　
i
モ
ー
ビ
ル
に
あ
っ
た
際
は
、

　
ゲ
レ
ン
デ
の
端
に
止
ま
っ
て
通

　
り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　
ま
た
、
圧
雪
車
の
後
を
滑
る

　
の
も
危
険
で
す
か
ら
、
絶
対
に

　
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や
係
員
の
指
示

　
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

　
ス
キ
ー
は
目
の
届
く
と
こ
ろ
へ

　
置
き
ま
し
ょ
う
。

　
は
必
ず
か
け
、
貴
重
品
は
フ
ロ

　
ン
ト
等
に
預
け
ま
し
ょ
う
。

○
　
ゲ
レ
ン
デ
で
圧
雪
車
や
ス
ノ

○
　
標
識
や
警
告
板
に
注
意
し
、

○
　
休
憩
や
食
事
を
す
る
際
は
、

○
　
宿
泊
先
で
は
、
部
屋
の
カ
ギ

4



行
政
事
務
の
効
率
化
に

　
　
　
　
　
　
　
コ
一
7
ピ
ュ
ー
タ
導
入

　
事
務
の
効
率
化
と
迅
速
化
を
目
指

し
、
役
場
に
お
い
て
も
小
型
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
、
十
二
月
か
ら

稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
回
導
入

し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン
方
式
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
庁
舎

内
に
設
置
し
た
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
各
部
所
の
端
末
機
を
結
び
、
住
民

記
録
な
ど
の
情
報
を
一
元
管
理
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
務
の
効
率
化
を
図

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
方
式

に
よ
り
住
民
票
、
各
種
証
明
書
の
発

行
な
ど
や
住
民
異
動
な
ど
の
小
規
模

な
デ
ー
タ
出
入
力
は
職
員
が
行
い
、

大
量
処
理
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
交
換
に
よ

り
長
野
の
電
算
会
社
に
委
託
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
業
務
は
住
民
票
、
転
出
証

明
書
の
発
行
、
国
保
保
険
証
の
加
除

な
ど
で
す
が
、
四
月
か
ら
は
税
務
課

が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
、
町
の
予

、
算
な
ど
の
会
計
事
務
も
処
理
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
O

A
化
に
よ
り
住
民
記
録
な
ど
の
出
力

が
容
易
に
な
る
た
め
、
町
で
は
「
行

政
事
務
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
係
る

デ
ー
タ
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
（
1
2
月
2
5
日
議
決
）
し
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

大
野
炉
室
岡
誘
牧
野
炉
に

大野賢郎さん室岡徹さん

》電
算
化
始
動
式
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
関
谷
町
長

　
こ
の
ほ
ど
大
野
賢
郎
さ
ん
（
千
年
）

室
岡
徹
さ
ん
（
池
尻
）
、
牧
野
恵
子

さ
ん
（
松
代
）
に
、
日
本
赤
十
字
社

撫

牧野恵子さん

か
ら
献
血
功
労
者
有
功
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
大
野
さ
ん
と
室
岡
さ
ん
に
は
、
献

血
五
十
回
を
賞
し
て
金
色
有
功
章
が
、

牧
野
さ
ん
に
は
三
十
回
と
い
う
こ
と

で
銀
色
有
功
章
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
献
血
へ
の
ご
協
力
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
松
代
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
先
に
募
集
し
ま
し
た
青
少
年
健
全
育

成
「
標
語
」
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
小
学
生
の
部

○
特
　
選
　
松
代
小
六
年
　
植
木
ま
さ
し

　
　
笑
顔
で
か
こ
む
食
卓
は
ご
ち
そ
う
一
品
ふ
え
た
よ
う

○
準
特
選
　
蓬
平
小
二
年
　
小
堺
　
麻
未

　
　
お
は
よ
う
の
あ
い
さ
つ
で
今
目
も
一
日
が
ん
ば
る
ぞ

○
準
特
選
　
松
代
小
五
年
　
武
田
　
絵
美

　
　
あ
い
さ
つ
で
ふ
れ
あ
う
心
地
域
の
輪

○
入
　
選

▼
松
代
小
　
浜
川
み
さ
と
・
山
賀
歩
・
相
沢
真
知
子
・
鈴
木
健
志
▼
北
山
小

池
田
翔
．
池
田
佳
紀
．
斉
藤
功
行
▼
儀
明
小
　
小
堺
さ
や
か
・
小
堺
梓
・
小
堺

美
紀
．
仲
村
瞳
▼
蓬
平
小
　
小
堺
沙
織
・
小
堺
由
樹
・
小
堺
隆
寛
▼
孟
地
小

柳
よ
し
か
ず
．
柳
大
輔
・
山
本
拓
志
・
柳
ち
ひ
ろ
▼
蒲
生
小
　
小
林
笑
美
・
小

山
友
美
▼
莇
平
小
　
高
橋
美
津
子

◎
中
学
生
の
部

○
特
　
選
　
松
代
中
一
年
　
瀬
沼
　
由
則

　
　
ほ
ん
の
少
し
の
思
い
や
り
明
る
い
社
会
の
第
一
歩

○
準
特
選
　
松
代
中
一
年
　
茂
野
　
　
究

　
　
あ
い
さ
つ
は
明
る
い
地
域
の
合
言
葉

○
準
特
選
　
松
代
中
三
年
　
高
橋
　
久
美

　
　
オ
ア
シ
ス
運
動
人
と
人
と
を
結
び
ま
す

○
入
　
選

▼
松
代
中
　
小
堺
あ
ゆ
み
・
相
沢
宏
和
・
若
井
ゆ
う
こ
・
柳
亜
希
子
・
相
沢
和

男
．
池
田
妙
子
・
柳
久
子
・
小
堺
健
一
・
米
持
晋
子

◎
一
般
の
部
（
特
選
、
準
特
選
は
選
出
な
し
）

○
入
　
選
　
小
荒
戸
　
　
富
沢
　
和
平

　
　
若
い
芽
を
皆
ん
な
で
育
て
る
我
が
地
域

○
入
　
選
　
室
　
野
　
　
佐
藤
　
絹
子

　
　
非
行
の
芽
地
域
ぐ
る
み
で
摘
み
と
ろ
う
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劉堕劉
莇平小

閉
校
記
念
に
『
野
尉
拘
レ
シ
夢
巳
』

　
　
　
　
　
二
年
間
の
観
察
記
録
を
暦
に

本
年
度
限
り
で
閉
校
と
な
る
莇
平

堕
甦
璽
警
⑰
盤
鑓

堕
頓
訟
聾
、
傭
袴

馳
　
　
　
　
は
、
児
童
が
二
年
が
か
り
で
取
り
組

　
　
　
　
ん
だ
野
鳥
の
観
察
を
も
と
に
作
ら
れ

堕
肚
鵠
ザ
靖
繋
轄
創

留　
　
　
　
た
ち
が
素
朴
な
タ
ッ
チ
で
色
鮮
や
か

　
　
　
　
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
絵
の

堕
繍
藤
韓
魏
離
製

や
気
持
ち
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
校
の
児
童
た
ち
が
、
学
区
内
に

生
息
す
る
野
鳥
の
種
類
や
特
徴
な
ど

の
観
察
を
始
め
た
の
が
一
昨
年
。
そ

の
成
果
を
グ
ラ
フ
や
表
に
ま
と
め
、

今
年
の
児
童
生
徒
科
学
発
表
研
究
会

に
出
展
し
、
東
頸
地
区
代
表
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
文
化
祭

で
も
総
合
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
は
約
百
部
印
刷
さ
れ
、

会
》
知
事
と
い
っ
し
ょ
に
一
記
念
撮
影

　
後
列
右
か
ら
3
番
目
が
樋
口
さ
ん

莇
平
部
落
の
二
十
七
世
帯
や
町
内
の

小
・
中
学
校
、
以
前
同
校
に
お
ら
れ

た
先
生
方
な
ど
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
山
憲
雄
校
長
は

「
研
究
の
総
ま
と
め
と
、
閉
校
記
念

と
い
う
こ
と
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
放
課
後
遅
く

ま
で
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
し
、
部

落
の
方
に
も
大
変
好
評
で
喜
ん
で
い

ま
す
」

と
現
在
の
気
持
ち
を
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
児

童
た
ち
に
と
っ
て
も
、
生
涯
忘
れ
る

青
少
年
健
全
育
成
に
関
す
る

知
事
と
の
懇
談
会
に
参
加
し
て

　
去
る
n
月
2
1
日
　
県
庁
講
堂
で
開

か
れ
た
「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関

す
る
知
事
と
の
懇
談
会
」
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
、
「
若
者
が
描
く
2
1
世
紀
の
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
い
う
こ
と
で
、
出
席
者
は
商

▲意見を発表する

　樋口さん

業
関
係
一
名
、
農
業
関
係
一
名
、
地
場

産
業
関
係
二
名
、
福
祉
関
係
一
名
、

医
療
関
係
一
名
、
教
育
関
係
二
名
の

計
八
名
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
若
者
か
ら
意
見
発
表
を
し

て
も
ら
い
、
今
後
の
県
行
政
施
策
の

参
考
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
私
は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
推

薦
に
よ
り
、
末
席
を
汚
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
参
加
し
て
得
た
一
番
の
収

穫
は
、
新
潟
県
が
高
速
交
通
網
が
整

鋤
，

舞
醜
騨
～
ξ

こ
と
の
出
来
な
い
思
い
出
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
樋
口
　
　
彰

　
　
　
　
（
町
社
会
教
育
係
）

備
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
今
後
『
広

域
首
都
圏
』
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
金
子
知
事
は
、
　
『
首
都
圏
の

西
の
玄
関
口
』
と
、
既
に
県
の
方
向

性
を
見
据
え
た
様
子
で
し
た
。

　
2
1
世
紀
の
新
潟
県
は
、
松
代
町
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
一
体
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
あ
と
九
年
で

21

世
紀
の
扉
が
開
か
れ
よ
う
と
L
て

い
ま
す
。

満
足
で
き
る
町
だ
と
思
う
。
心
の
ふ

▲
完
成
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
手
に

　
す
る
児
童
た
ち
。

右
か
ら
高
橋
美
津
子
さ
ん
（
3
年
）
、

高
橋
亜
由
美
さ
ん
（
2
年
）
、
池

田
さ
つ
き
さ
ん
（
6
年
）
、
高
橋

か
お
り
さ
ん
（
3
年
）

　
　
　
　
　
艶
職
離
、
趨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

れ
あ
い
を
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
の
皆

さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
」
と
知

事
は
話
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
懇
談
会
で
、
様
々
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
と

話
を
交
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
知

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
新
潟
が
見

え
た
よ
う
で
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
狭
い
新
潟
で
、
ま
だ
こ
ん

な
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
青
年
た

ち
が
い
る
と
思
う
と
嬉
し
く
、
ま
た
、

自
分
の
視
野
の
狭
さ
を
深
く
反
省
さ

せ
ら
れ
る
好
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
懇
談
会
で
得
た
様
々

な
情
報
を
も
と
に
、
今
後
の
活
動
に

役
立
て
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲カレンダーをE
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賞
に
輝
く
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
こ
の
ほ
ど
、
松
代
町
連
合
婦
人
会

の
「
ほ
く
ら
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
」
が
、
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、

北
越
銀
行
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
十
二
月
二
十
日
北
越

銀
行
本
店
（
長
岡
市
）
で
行
わ
れ
、

代
表
の
婦
人
会
長
高
橋
ハ
ツ
さ
ん
に
、

賞
状
と
記
念
品
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
賞
は
、
北
越
銀
行
の
創
業
百

年
を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
て
以
来
、

今
年
で
十
五
回
目
と
い
う
た
い
へ
ん

名
誉
あ
る
賞
で
、
県
内
の
社
会
福
祉

に
貢
献
し
た
方
々
（
五
名
、
五
団
体
）

が
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
（
過
去
七
十

ポ
ラ
ン
一
7
イ
7
グ
ル

名
、
六
十
一
団
体
が
受
賞
）

　
昭
和
五
十
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
婦

人
会
に
よ
る
ほ
く
ら
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
今
年
で
十
二
年
、
冬
を
除
く

毎
週
水
曜
日
に
四
名
く
ら
い
で
訪
れ
、

地
道
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
延
べ
人

数
は
千
人
に
も
及
び
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
そ
う
い
っ
た
大

勢
の
方
々
の
努
力
の
賜
物
か
と
思
い

ま
す
。
高
橋
さ
ん
も
「
励
み
に
な
る

と
と
も
に
、
た
い
へ
ん
な
も
の
を
い

た
だ
い
て
し
ま
っ
た
…
」
と
い
う
心

境
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〉
北
越
銀
行
中
山
頭
取
よ
り
高
橋

　
さ
ん
に
賞
状
が
贈
ら
れ
る

「
ダ
ム
湖
の
夢
』
コ
ン
ク
ー
ル

億
藤
麗
樹
署
（
椒
捺
制
）
銀
賞
曼
賞

佐藤茂樹君

　
建
設
省
が
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬

間
」
（
7
月
2
1
日
～
3
1
日
）
の
一
環
事

業
と
し
て
行
っ
た
「
ダ
ム
湖
の
夢
」

コ
ン
ク
ー
ル
（
作
文
、
絵
、
イ
ラ
ス

ト
）
に
お
い
て
、
奴
奈
川
小
学
校
六

年
の
佐
藤
茂
樹
君
（
室
野
）
の
絵
が

見
事
「
銀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
供
た
ち

の
自
由
で
夢
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
を
、

ダ
ム
湖
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
活
用

に
生
か
そ
う
と
、
全
国
の
小
中
学
生

を
対
象
に
募
集
し
た
も
の
で
、
金
賞

一
名
、
銀
賞
二
名
、
銅
賞
五
名
、
佳

作
十
名
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
君
は
「
賞
状
だ
け
か
と
思
っ

た
ら
、
三
万
円
の
文
具
券
も
い
た
だ

い
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

財偽か黛

　　　コ
運7吋／

灘覆翻一謙轍簿懇i嚢纏難襲墨縫蒙

雛纏饗．叢報孫i諜幾黙麟賑鐵嚢難

謙羅饗灘灘の撮纐灘蒙叢繋薇響
簗愚鵜羅蟻麟礒の懸灘謙盤磁お
霧慧総懸懲懸の

灘躍饗

ゆ
　
　

羅
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
東
京
松
代
会
は
、
昨
年
十
一
月
二

十
三
日
に
創
立
記
念
大
会
を
催
し
産

声
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
郷
里
の
皆
様

へ
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
．　

創
立
記
念
大
会
当
日
ま
で
の
会
員

数
は
、
七
百
七
十
七
名
と
お
め
で
た

い
数
字
の
三
つ
並
び
で
、
幸
先
の
よ

い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
．
そ
の

会
員
の
半
数
近
く
が
一
堂
に
会
し
、

来
る
年
か
ら
の
活
動
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。
わ
ず
か
四
ヵ
月
の
準
備
期
間

に
、
こ
れ
だ
け
多
数
の
松
代
出
身
者

（世田谷区在住室野かわちや出身）

が
集
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
首
都
圏

で
暮
ら
す
私
達
が
い
か
に
故
郷
へ
の

愛
着
を
捨
て
切
れ
ず
に
い
た
か
の
証

左
で
も
あ
り
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ

り
ま
し
た
。

　
さ
て
当
日
は
、
バ
ス
ニ
台
を
仕
立

て
て
、
郷
里
か
ら
も
大
勢
の
方
々
が

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お

忙
し
い
中
を
ト
ン
ボ
返
り
な
さ
っ
た

関
谷
町
長
、
石
野
議
長
を
始
め
、
全

議
員
、
町
役
場
の
方
々
、
農
協
、
商

工
会
、
松
寿
大
学
、
高
校
の
代
表
の

方
々
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。　

私
は
、
松
代
町
の
一
角
、
室
野
の

出
身
で
ご
ざ
い
ま
す
。
戦
後
、
東
京

　東
　京
関松
ハ代
1百会
徳養
次
郎

の
焼
野
原
に
立
っ
て
以
来
、
母
校
室

野
小
学
校
、
そ
の
後
身
の
奴
奈
川
小

学
校
と
は
、
同
窓
会
作
り
な
ど
で
永

く
深
い
つ
な
が
り
を
持
た
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
は
そ

の
折
り
に
も
ま
し
て
短
か
い
準
備
期

間
に
、
故
郷
の
方
々
と
の
強
い
一
体

感
で
終
始
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠

に
あ
り
が
た
い
、
終
生
忘
れ
ら
れ
な

い
感
動
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
郷
里
の
皆
様
に
は

な
に
か
に
つ
け
ご
指
導
や
ご
協
力
を

仰
ぐ
こ
と
も
多
い
と
存
じ
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
私
達
、
東
京
松
代
会
を
育
て

る
お
気
持
で
お
力
添
え
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
私
達
は
ま
だ
発
足
し
た
ば
か

り
で
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご

当
地
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
こ
う
し
て
故
郷
と
私
達
が
結
ば
れ

た
こ
と
を
意
義
あ
る
も
の
に
し
た
い

と
願
い
、
本
年
は
共
に
良
い
年
で
あ

り
た
い
と
祈
ら
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ

ん
。

お正月便（12月

ふるさと餅、松代そ‘1

〆縄、手づくりみそ

　　　　　　　な

秋の味覚便（

自然乾燥コシヒカ

干しゼンマイ

　
　
　
疎

菜
罫

山
ワ
山

　
　
　
の

春
ウ
な
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東
京
松
代
会
の
発
足
に
よ
り
、

会
員
の
方
々
に
「
広
報
ま
つ
だ
い
」

が
毎
月
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
を
記
念
し
て
、
こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
員
の
方
々
か
ら
は
身
近
な

話
題
、
都
会
の
情
報
、
町
づ
く
り

の
提
言
な
ど
い
た
だ
き
、
町
か
ら

は
イ
ベ
ン
ト
や
町
の
情
報
な
ど
を

送
り
、
相
互
の
交
流
に
少
し
で
も

役
立
つ
コ
ー
ナ
ー
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　　　　の　さんへ

住所移転の時は連絡を

　住所が変わった場合、お手数で

すが「松代町役場広報係」までご

連絡ください。ご連絡がない場合

は、広報が届かなかったり遅れた

りすることになりますので、必ず

お願い致します。
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。

　
秋
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色
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こ
ま
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け
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昔
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ま
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れ
な

い
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ゥ
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追
い
払
っ
た
り
、

屋
敷
内
に
植
え
れ
ば
、
病
魔
、
悪
魔

よ
け
に
な
る
と
の
い
わ
れ
が
あ
っ
た
。

有
段
を
目
指
し
て

圏
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
白
先
黒
死
・
5
手
ま
で

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
捨
石
を
一
つ
打
っ
て
。

　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　　　　　　　　　　。誰冬、2着圓＝判蓄

’ユ、ユヂ9日⊥宿、ユ東鰯ア1マ（4’き4ゑ

、）士・、＞：1寒ρ導き41日〈鶴ヨ1聲旱茎〉

9　
巳

9



東北電力からのお願い

1．雪おろしの時に　　》

電線に雪を投げ当

てないでください。　②
　　　　　　　　　　00停電の原因となり

　ます。

2．変圧器や電線に触れますと、

感電する恐れがありますので、

付近で作業する場合は十分に

　ご注意願います。

3．電線が切れて道路に落ちて

いても、絶対にさわらないで

　ください。最寄りの東北電力

　までご連絡願います。

東北電力㈱十日町営業所

　0257－52－3107
東北電力㈱松代サービスセン

ター　　　　　　7－2020

冬の火災予防運動

1月20日～2月19日

　毎年この時期に、暖房器具で

の洗濯物の乾燥による火災や、

燃焼中の給油による火災など、

不適切な取り扱いによる火災が、

多く発生しています。

　暖房器具は正しく扱いましょ
う。

　また、雪による煙突や、ガス

管の損傷による火災も心配され
ます。

　ガス管や煙突の点検に努めま

しょう。

　　　　　　　　縣

薮
ノ

δ
～
く
δ
て
わ

　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
し
）

　
　
　
　
　
関

　　　　　　　　　つ
　　　ゆう　　こ
石黒祐子ちやん
　　5歳　　▼▼
室野　洞泉寺　　　●●

　（室野保育園）

国立高田病院

勤労者のみなさんへ

☆新潟労信協（財団法人　新潟県労働者信用基金協会）の保証により、労働金庫

から融資が円滑に受けられます。保証条件が緩和され、更にご利用し易くなり

　ました。

　●　一般勤労者の方。

　●　自営業者の方。　（従業員5人以下）

〈融資の種類〉　ご融資の種類は次の通りです．　　　（3．11．1現在）

　【無担保】

種　　　類 用　　　　　　途 融資額 期　　間 金　　利

フリーローン
車購入・物資購入・教育・冠

婚葬祭・レジャー資金など

500万円

　以内
10年以内

固定

年12．40％

教育ローン 教　育　資　金
500万円

　以内
10年以内

固定

年9．70％

リフォーム

　　ローン

増改築・修理・改装・門・

塀・造園・車庫・物置など

500万円

　以内
15年以内

変動年8．40

　～8．70％

【不動産担保】

種　　　類 用　　　　　　途 融　資　額 期　　間 変動金利型

住宅ローン
新築・増改築・土地・家屋

購入

3，000万円

　　　以内
30年以内 年6．85％

フリー不動産

　担保ローン

住宅・物資購入・教育・冠

婚葬祭・レジャー資金など

3，000万円

　　　以内
30年以内 年7．85％

生き活き
　　　ローン

住宅関連資金及び生活資金

など

7，000万円

　　一以内
30年以内 年6．80％

【保証料】　無担保　不　要（全額金融機関負担）
　　　　　　　不動産担保　　年0．16％　　（本人負担）

☆詳しくは、下記にお問い合わせください。

　　労働金庫直江津支店　　（電話0255－43－4584）

　　財団法人新潟県労働者信用基金協会　　（電話025－223－1386）

募集職種等

　助産婦　　　　　1　名

灘“、／若干名

以上職種三交替勤務　宿舎完備

問い合わせ　〒943

　　新潟県上越市南高田町6－9

　国立高田病院・総看護婦長室

　又は、庶務係

　　　　電話0255－23－2131㈹

法定調書の提出は

1月31日までに

　給料、報酬、料金、利子、配

当などの支払者は、支払先の住

所、氏名、支払金額などを記載

した書類（法定調書といいます。）

を税務署に提出することになっ

ています。

　この法定調書は、その年中の

支払分を取りまとめて作成し提

出するもので、提出期限は、利

子、配当などの一部を除き、支

払った年の翌年の1月31日とな

っています。期限に遅れないよ

うに、正しい法定調書を提出し

てください。

　お問い合わせは、役場税務課、

または、高田税務署へ。

☆文化財防火デー　1月26日☆ 10
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越後まつだい冬の陣

第6回上石巌杯争奪
　クロスカントリースキー大会

　1月26日（日）

　　　午前10時競技開始

会場／夢鷺ンζ1一スキ．，ロス

※600人の選手が参加

　皆さんの声援をお願いします

高級優遇／勤務地

　　　　　越後まつだい城下

勤務時間／3月15日1時間程度
努力により城主への道あ配）

凶（驚）運者には

　　　遠島（グァム島）あり

申し込み先

越後松代町

越後まつだい冬の陣実行委員会

TEL（02559）7－2220

1月19日は

　119番は、火災・救急・救助の

発生を知らせる重要な番号です。

　119番をかけると、分遣所の係
員が、

　「火事ですか？

　　　救急ですか？」
と、問いかけます。

　あと順次に、住所や名前等を

尋ねますので、落ち着いて答え

てください。

　なお、119番は緊急通報専用で

す。火災等の問い合わせは、一

般加入電話（7－2310）で
お願いします。

11

．．蕊誌．ゑ蕪鶉鮎1
　昨年の雪による事故は、除排

雪作業中に「屋根から転落した」

「はしごから転落した」及び「小

型除雪機に巻き込まれた」等で

死者が9人、負傷者が51人でし

た。（県内）

　雪による事故をなくすために、

次のことに注意しましょう。

　◎　雪おろしの事故防止

“雪おろし　足場固めて　事故

なし“

　◎　作業は、日中の明るい時

　　間帯に行いましょう。

　◎　作業の際は、まず「足場」

　　を固め、屋根の高いほうか

　　ら行い、転落防止のために

　　命綱をつけましょう。

　◎　作業は、1人で行わずに

　　2人以上で行いましょう。

　◎　はしごを使用する際は、

　　足場を確実に固めて行い、

　　倒れないようにしましょう。

　◎　雪ぴは、最初に落としま

　　しょう。その際、落ちてき

　　た雪や氷でケガをしないよ

　　うにしましょう。

　◎　除雪機の取り扱いに習熟

　　するとともに、必ず2人以

　　上で行うようにしましょう。

　◎　雪を降ろす際は、通行人

　　や軒下で遊んでいる子供た

　　ちに十分注意しましょう。

新潟職業訓練短期大学校

1．募集科・定員等
不斗　　名 定員 不斗　　名 定員
生産技術科 20名 電子技術科 20名

制御技術科 20名 住居環境科 20名

情報処理科 20名 計 100名

※　いずれの科も修業年限は2

年（昼間課程）で、男女を問

　わない。

2．応募資格
　高等学校を卒業した者（平

　成4年3月卒業見込の者を含

　む）又は、これと同等以上の

　学力を有すると認められる者。

3．入学試験
（1）願書受付

　　　平成4年1月20日（月）～

　　　　　　　　2月7日（金）
（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

試験日
　平成4年2月18日（幻

合格発表

　平成4年2月28日㈹

試験地
　新発田市・長岡市・上越市

試験科目

　数学（数学1及び基礎
　解析）・英語（英語1）

受験料等

　受験料14，000円（現行）

　授業料208，800円（現行年額）

　入学金　不要

※　「学校案内」及び「学生募集

　要項」のご請求（郵送料・切

　手250円）並びにお問い合わせ

　は下記までお願いいたします。

新潟職業訓練短期大学校

　　　　　　　　開設準備室

〒957新発田市新富町1丁目7－21

　　　　TELO254－22－1781

●電話のご相談もお受けします

　盈025－225－1851（直通）

相談日：月曜から金曜午前9時半～12時

　　午後1時～4時40分（祝祭日を除く）

◎専門の相談員が親身になってご相談に応じます

◎弁護士相談日：毎週水曜日午後1時～4時

社団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

新潟市本町通七番町1082興亜火災新潟支店ビル5階

　　　　　　　　（新堀通り本町角）
　　　　新潟調査事務所内　奮025－225－2225

☆文化財を火災から守りましょう☆
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ま
し
た

　
　
　
　
　
え
　
　
と

が
、
今
年
は
干
支
で
申
し
ま
す
と
壬

申
（
み
ず
の
え
さ
る
）
年
で
あ
り
ま

す
。
猿
は
、
百
万
の
動
物
の
中
で
木

登
り
上
手
な
こ
と
は
一
番
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
猿
も
木
か
ら

落
ち
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
油
断
し
た
か
ら
だ
と

い
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
油
断
大

敵
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

油
断
は
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
猿
の
悪
知
恵
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
動
物
の
中
で
猿
ほ

ど
悪
知
恵
を
持
っ
て
い
る
も
の
は
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
猿

年
は
、
重
い
責
任
を
負
わ
さ
れ
そ
う

な
年
で
す
。
つ
い
逃
げ
出
し
た
く
な

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
我
慢

し
て
逃
げ
ず
に
最
後
ま
で
頑
張
る
そ

の
努
力
こ
そ
、
成
功
の
元
を
な
す
も

の
で
あ
り
ま
す
。
昔
の
こ
と
わ
ざ
に

「
三
猿
の
顔
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
「
見
ざ
る
聞
か
ざ
る
言

わ
ざ
る
」
と
い
う
道
徳
を
表
し
た
理

念
の
言
葉
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
日
本
経
済
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
今
の
景
気
は
、
ま
だ

ま
だ
続
き
そ
う
で
、
内
需
拡
大
の
勢

力
を
背
景
に
、
極
め
て
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
帝
都
で
は
、
竹
や
ぶ

の
中
に
一
億
三
千
万
円
の
大
金
を
捨

て
置
く
時
代
で
す
か
ら
、
公
共
投
資

は
先
ん
じ
て
遠
慮
な
く
推
進
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
部
落

の
環
境
を
よ
く
す
る
こ
と
は
、
自
分

た
ち
の
安
住
の
基
礎
を
な
す
も
の
で

す
。
安
住
な
く
し
て
村
お
こ
し
は
出

来
ま
せ
ん
。
三
猿
の
顔
を
眺
め
て
猿

の
悪
知
恵
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
、

明
る
く
、
仲
良
く
、
し
っ
か
り
と
大

地
を
踏
み
締
め
て
進
み
ま
し
ょ
う
。

　
壬
申
　
元
旦

　
　
　
　
枕
石
老
人
（
九
十
八
歳
）

げんきな良い子に（出生）

　　あき　え
牧田秋恵ちやん信二・ルーデスさん

　　　　（2女・峠・福田屋）
　　たか　し
市川貴士ちやん栄太郎・スーサンさん

　　　（2男・松代・こびき）
　　たく　と
柳　拓人ちやん好一・弥生さん

　　　　（長男・松代・久善）

　男　　2，537人　　（一2人）

　女2，592人（±0人）
　計5，129人（一2人）
世帯数1，517世帯（＋1世帯）

　出生2人　　死亡3人

　転入7人　　転出8人
　　　（3年12月末日現在）

　　人ロの動き一

圃
園
圏
圃

圃匿除匿1回
（11月26日～12月25日受付）

（結婚）幸せ多い人生を

佐藤秀孝・渡邊美佐子さん

　　　　　　（松代・少林寺）

小堺俊嗣・小関千都勢さん

　　　　　　（蒲生・松之助）

ご冥福を祈ります（死亡）

西潟文平さん　　　　83歳

　　　　　　　（福島・宝村屋）

若月増太郎さん　　　76歳

　　　　　　　（孟地・平治郎）

高橋信八さん　　　　91歳

　　　　　　　　（莇平・稲場）

※この欄に掲載を希望されない方は、届

　出の際に戸籍係にお申し出ください。

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
▼
今
月
号
か
ら
、
今
ま
で
の
B
5

響
よ
り
一
回
り
大
き
い
A
4
響
に
、
表

紙
も
単
色
で
す
が
カ
ラ
ー
に
な
り
ま
し

た
。
「
目
が
良
く
な
っ
た
の
か
、
メ
ガ
ネ

が
な
く
て
も
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
お
喜
び
の
方
に
は
、
新
年
早
々
誠
に

お
気
の
毒
で
す
が
、
実
は
文
字
も
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
「
大
き
く
て
保

存
に
困
る
」
と
言
う
ご
意
見
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
、
B
群
は
日
本

で
そ
れ
も
主
に
官
公
庁
で
使
わ
れ
て
い

る
だ
け
で
、
世
界
的
に
は
A
響
が
主
流

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
官
公
庁
で

も
A
群
に
切
り
替
え
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
お
り
、
B
響
は
い
ず
れ
姿
を
消
す
運

命
に
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
も
世
の
流

れ
世
界
の
流
れ
と
い
う
こ
と
で
、
ご
容

赦
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
と

も
あ
れ
、
形
だ
け
は
整
い
ま
し
た
。
後

は
内
容
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
指
導
、

話
題
の
提
供
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
．
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　　oこわず
　　　　　　　　しン＊ああ言えばこう言う

他人のいうことに、ひとことひ

とこと口ごたえし、反対の意見

を出すこと。つべこべいうこと。
　あいえん　き　えん

＊合縁奇縁
　　　　　　　　　　　　び人と人との交わりというのは微
みょう

妙なところがあり、気があう、

気があわないということがある

が、これも不思議な縁によるも

のだといっこと。

h
℃
も
い
き
。
Q
c
o
O

一
並
中

釧
涛
“
抽
一
並
一
〇
皿

（
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並
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謙
串
）
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